
〈
新
刊
紹
介
〉

超
訳
方
丈
記
を
読
む

タ
イ
ト
ル
は
そ
の
ま
ま
書
名
で
あ
る
。

今
年
（
平
成
二
十
四
年
二
0
―二
）
は
、
太
安
万
呂

(
?
1
七
二
三
）
に
よ

る
『
古
事
記
』
成
立
千
三
百
年
（
和
銅
五
年
七
―
―

-）
、
鴨
長
明
（
―
-
五
五

¥

―
ニ
―

六
）
の

「方
丈
記
」
八
百
年
（
建
暦
二
年

―
ニ
―
二
）
と
い
う
節
目

の
年
で
、
ゆ
か
り
の
彼
地
や
各
機
関
で
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
。

そ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
前
者
で
は
、
さ
る
十

一
月
初
め
に
は
、
出
雲
大
社
で

新
作
能
が
奉
納
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
解
説
を
か
ね
て
出
向
、
身
近
に

そ
れ
を
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。
後
者
で
も
、
殊
に
こ
れ
に
関
係
す
る
刊
行
物
が

相
次
ぎ
、
八
月
に
は
、

小
林
保
治
氏
の

『超
訳
方
丈
記
を
読
む
』
が
出
版
さ
れ

た

（新
人
物
往
来
社
）
。
そ
し
て
執
筆
者
全
七
名
の
う
ち
、
本
学
の
磯
水
絵
教

授
が
寄
稿
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
欄
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ

る
。
「
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
」
に
始
ま

る
『
方
丈
記
」
は
、
全
文
八
千
六
百
文
字
余
り
四
百
字
二
二
枚
程
度
の
分
量
で

あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
そ
の
ま
ま
中
世
の
無
常
感
を
底
流
せ
し
め
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
安
元
三
年

(
-―

七
七
）
四
月
の
大
火
、
治
承
四
年

(
-
―
八

0)
四
月
の
辻
風
、
養
和
元
年
（

―
-
八

一
）
の
飢
饉
、
元
暦
元
年

松

田

存

(
-―

八
四
）
七
月
の
大
地
震
等
の
天
災

（五
大
災
厄
）
は
、
現
平
成
二
十
三

年
（
二
0
1
―
)
三
月
の
東
日
本
大
地
震
津
波
放
射
能
等
大
災
害
を
連
想
さ
せ

る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
し
て

「三
界
は
、
只
心
―
つ
な
り
」
と
生
死
流
転
の
挙

句
、
方
丈
の
草
庵
で
の
往
生
を
願
う
長
明
の
『
方
丈
記
』
を
十
四
項
に
し
て
超

訳
を
試
み
て
い
る
。
第
一
章
が
ま
さ
に
そ
れ
で
、
第
二
章
が

『
方
丈
記
」
と

「現
代
」、
第
三
章
『
方
丈
記
』
鑑
賞
の
壷
、
第
四
章
鴨
長
明
と
そ
の
時
代
、
第

五
章
の
数
寄
を
求
め
た
鴨
長
明
の
「
管
弦
道
に
夢
中
に
な
る
気
持
ち
の
切
実
さ
」

に
迫
る
の
が
筆
者
磯
教
授
で
あ
る
。

〇
「
数
寄
者
」
長
明
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か

0
三
十
年
に
わ
た
り
長
明
を
導
い
た
琵
琶
の
師
中
原
有
安

〇
庵
に
持
ち
込
ん
だ
箪
と
琵
琶

〇
演
奏
者
長
明
の
実
力
と
は

0
事
件
は
妄
執
を
断
つ
営
み
だ
っ
た
か
。
「
秘
曲
尽
く
し
」
事
件
の
顛
末

の
五
項
目
を
挙
げ
て
説
い
て
い
る
。
長
明
が
方
丈
の
庵
に
琵
琶

・
琴
を
持
ち
込

ん
で
い
た
の
は
本
文
か
ら
も
事
実
で
あ
る
が
、
幼
少
か
ら
こ
れ
に
親
し
ん
で
い

た
経
緯
が
細
か
く
、
そ
の
音
楽
的
感
性
と
と
も
に
傍
証
さ
れ
て
い
る
。

◇
 

追
っ
て
十
二
月
十
五
日
（
土
）
午
後
、
（三
島
）
中
洲
記
念
講
堂
に
お
い
て
、

「今
日
は

一
日
、
方
丈
記
ー
鴨
長
明
の
「
心
」
を
読
む
ー」

と
題
す
る

『
方
丈

記
」
成
立
八

0
0年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
第

一
部
は

『方
丈
記
」
斉
読
、
第
二
部
は
九
名
の
関
係
教
員
に
よ
る

r
方
丈
記
』

講
座
で
、
か
な
り
グ
ロ

ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
の
『
方
丈
記
」
論
が
展
開
さ
れ
た
。

黄
昏
に
及
ん
で
の
第
三
部
こ
そ
当
日
の
画
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
『文
机
談
』

に
み
え
る
秘
曲
を
聴
く

「
秘
曲
尽
く
し
」
再
現
で
あ
っ
た
。
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